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12 号揚水機場（森田）の災害復旧工事が終了し、5 月 11 日から運転が開始されました。 

今後、同程度の増水でも水没しないよう２ｍ嵩（かさ）上げして制御盤を設置しました。なお、

同地区の河川堤防については、５年計画で改修が予定されています。 

また、10 号揚水機場（小塙）の揚水ポンプについても、浚渫及び水中ポンプの交換工事が終了

し、６月 10 日から運転可能となりました。 

  

 

【台風１９号被害の復旧状況】 

復旧工事が終了した 12号揚水機場（森田） 
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猿久保田んぼ公園周辺にある池です。 

彼岸花、ヒマワリやアキュムの池への映り込み写真 

を目当てに多くのカメラマンが訪れていました。 
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去る 3 月 25 日（木）、新型コロナウイルス感染症の

感染拡大防止のため３密を避けて出席者 1６人（書面

議決１１４人）により、第 21 回通常総会が有効に開催

されました。 

総会では、令和元年度事業報告や収支決算報告、令

和３年度事業計画や収支予算案などが上程され、承

認・可決されました。 

３号揚水機場（高瀬） 

- 揚水ポンプ交換・浚渫工事 - 

砂泥流入の多い揚水機場で、平成 23 年に分解整

備した３号ポンプについて、取水槽に多くの砂泥等

が堆積し羽根車の摩耗により揚水量が著しく低下し

たこと、また、ポンプの絶縁抵抗値も低下したこと

から揚水ポンプの交換工事を実施した。 

なお、交換工事に合わせて砂泥等の浚渫工事も実

施しました。 

５号・６号揚水機場（大里） 

- 揚水ポンプ修繕・浚渫工事 – 

台風 19 号による増水の影響もあり取水

槽に多くの砂泥等が堆積したので、浚渫工

事を行うとともに、揚水機の羽根車が砂等

により摩耗し揚水効率が半分以下に低下し

たため、揚水ポンプの羽根車等の交換を含

めた分解整備を実施しました。 

５号機（１基）、6 号機（２基） 
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７号揚水機場（大里） 

- 揚水ポンプ修繕・浚渫工事 – 

取水槽に多くの泥砂等が堆積したので、設置後初

の浚渫工事を行うとともに、揚水機の羽根車が砂等

により摩耗し揚水効率が著しく低下したため、揚水

ポンプの羽根車、チャッキ弁、スルース弁等の交換

を含めた分解整備を実施しました。７号機（２基） 

なお、機場への進入道路が急勾配であったため、

その整備も合わせて実施しました。 



   農業施設の点検 

 

 

 

 

 

  

土地改良区では、農業用水の安定的な確保と農業用施設等の長寿命化を図るため、地域保全会と

共同で毎年定期的な点検を実施し、計画的な維持管理を実施しています。点検の結果、大規模な工

事や専門的な技術や資格（電気工事など）が必要なものは改良区で対応し、比較的小規模・簡易な

補修は保全会で実施し、経費の節減を図ることとしております。 

災害による維持補修の状況 

小塙/９号機場の砂等の堆積量確認・ 

猿久保溜池の現地確認 

梅雨期の多雨等により大規模な畦畔の地滑りや土砂の流出などが発生したので、その復旧工事を

行いました。 

【写真上：高瀬前ノ入、写真下：森田石ケ入】 
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保全会・生態系保全委員会の活動 

 

 

 

 

  

令和 2 年度は、新型コロナウイルス感染症の感

染拡大防止のため、各種イベントは中止した一方、

ヒマワリや彼岸花の植栽、猿久保田んぼ公園の保全

管理は通常通り行いました。 

特にヒマワリは、梅雨期の多雨により発芽不良と

なりましたが、梅雨明け（８月初旬）に種の蒔き直

しを行った結果、９月末から 10 月中旬にヒマワリ

と彼岸花が満開となり、下野新聞にも掲載されたこ

とから、多くのカメラマン等が訪れていました。 

ヒマワリ畑の真ん中に展望台を設置（８月） 

荒川南部地域保全会（土地改良区主体）では、猿久保田んぼ公園や 

その周辺の保全管理を継続的に行っています。 

４月初めには、線路近くの池などで水芭蕉が開花します。 

６月には、ホタルの飛び交う姿が見られます。 
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各地区の保全会活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
高瀬/溜池堤体の草刈り、農道の砂利敷 

大里/農道の草刈り、農道の砂利敷 

小塙/用水路の泥上げ、農道の砂利敷 

森田/危険農道の防護柵設置、農道上の枝打ち 
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秋の光景 

 

 

 

 

 

豊島区との交流事業・生き物調査・ホタルの観察会 

  新型コロナ感染症の感染拡大防止のため、恒例行事となっていた「いなか川遊び」、「生き物調査」及 

び「ホタル観察会」は中止となりました。 

なお、令和 3 年度は実施する計画となっておりますので、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

役員改選 

鈴木秀之副理事長の退任に伴い理事に欠員が生じましたので、本年３月５日（金）に土地改良区役員

補欠選挙を実施し、藤田重美さん（高瀬）が当選しましたのでお知らせします。 

  任期は、令和 3 年３月 15 日～令和３年 10 月 31 日までとなります。 

  なお、総会後の臨時理事会において、藤田善実理事が副理事長に選任され、藤田重美理事は庶務担当

となりましたのでお知らせします。 

 

 当土地改良区のホ

ームページは、開設

して２年を経過 

しました。 

 できる範囲で最新

の情報を掲載してお

りますので、是非開

いてみてください。 

   http://aranan-tochikai.tcgmidori.net/ 

令和２年の秋は、コロナ禍の影響もありましたが、

猿久保田んぼ公園やその周辺では、新聞報道やクチコ

ミなどにより、例年以上の方がヒマワリや彼岸花の見

学・写真撮影に訪れていました。 

今年も、ヒマワリと彼岸花が同時期に開花するよう

に種蒔きする予定です。 

また、当土地改良区内の各地域においても保全活動

の一環として、彼岸花の植栽と維持管理を行っており、

年々株も大きくなり可憐な姿が見られますので、是非

散策してみてください。 
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猿久保田んぼ公園周辺の稲刈りの様子 




